
地

球

第
七
容

第

]
戟

京

都

府

木

津

温

泉

宍

三
八

t
.
倣
紀
地
形

二
､
地
質

三
.
地
質
構
法
､
蛍
光
の
朝
練
､

四
-
汎
塊
脈

五
t
,5,g鬼
り
洗
掘

六
ー
地
下
の
状
況

七
､
放
免

の
沿
革
､
泉
甑
.
博
出
産

八
､
艶
免
の
成
分

九
､
齢
論

が
.

放
置

地
形

木
津
温
泉
は
京
都
肝
竹
野
那
木
鍵
村
大
字
木
津
に
在

る
京
都
厭
内
唯

一
の
温
泉
域
で
'
峰
山
町
か
ら
西
北
西

約
三
盟
自
動
車
四
十
分
許
-
で
到
達
す
る
革
が
出
凍
る

地
形
二
前
掛
三
C
O
米
･以
内
の
第
三
紀
丘
陵
地
の
間
に

木
津
川
の
狭
い
渓
谷
が
'
束
北
米
か
ら
西
南
西
に
向
ひ

日
本
海
に
開
い
て
居
る
廃
に
温
泉
場
が
あ
っ
て
.
海
岸

か
ら
約

1
二
〇
〇
米
の
距
離
に
在
る
.
洪
涌
地
の
幅
員

は
'
機
に
二
二
二
古
米
で
'
北
側
の
岡
鼻
は
南
側
に
比

し
て
精
々
急
で
'
東
北
東
か
ら
西
南
西
に
屡
々
直
線
状

を
属
し
.
木
津
の
幾
藩
は
其
麓
に
細
長
-
馨
達
し
で
居

ち
.
丘
陵
上
は
中
也
で

7
番
に
約
二
〇
〇
光
の
高
さ
を

有
し
.
準
中
原
を
虜
し
て
居
る
.
之
を
解
析
せ
る
渓
谷

∴
′竃

-

成

葦

に
は
殆
ん
.YP/J
二

)南
北
の
も
の
ご
っ
こ
北
西

･
南
凍
り

も
の
ど
へ三
)北
兼
-
南
西
の
も
の
だ
あ
る
'
寧
熊

ノ
谷

か
ら
三
〇
五
兼
高
地
に
向
ふ
も
の
'
寧
大
向
か
ら
字
日

和
田
に
向
ふ
も
の
.
字
岡
田
か
ら
白
土
峠

(高
距
二
四

九
｡
七
光
)
に
向
ふ
も
の
.
の
如
き
は
(
二
で
'
字
下
和

田
か
ら
字

日
和
田
に
向
ふ
も
の
､
字
俵
ケ
野
か
ら
字
構

野
を
経
て

.
田
村
字
間
に
向
ふ
も
の
～
如
き
は
(
二
)
に

属
し
.
字
俵
ケ
野
か
ら
田
村
寧
三
分
に
向
ふ
窓
々
は
亜

状
の
深
谷
は
童

)
に
屠
す
る
｡

是
等
の
洪
谷
は
何
れ
も
幅
狭
く

南
側
の
傾
斜
は
概

し
て
急
で
､
直
線
状
を
膚
L
p
屈
曲
が
甚
だ
少
い
,
是

は
授
章
に
記
述
す
る
が
如
-
.
山
陰
造
東
部

7
般
の
地

質
構
造
上
の
萌
鹿
の
方
向
聖

ポ
す
も
の
で
'
洞
泉
ど
も

傭
接
の
関
係
が
あ
る
横
に
考

へ
ら
る
三

木
津
村
字
中
館
行
者
ケ
鼻
の
第
三
紀
凝
次
岩
の
懸
崖

に
は
p
現
時
の
海
水
面
ま
わ
.
少
-
も
十
数
尺
望
尚
さ



に
放
て
'
明
か
に
轟
義
の
嚢
が
島
々
者
義
せ
も

魯
ゝ
か

ら
'
薄
片

7
尊
の
蝿
は
義
正
に
蕃
千
鶴
鼻
し
た
も
の
せ

の
書

垂

育
朱
筆

で
長
さ
QL

息
は
る
ゝ
｡

C

h

l
零
の

蝿
は
健
中
で
あ

る
が
'
其
膏
義

に
は
'
高
さ
三

t
B
E十
朱
の
砂

場

丘
が
見
事
に
曇

青
し
て
居
-
.

弁
棒

に
向
ふ
傭

丘

は
重
て
績
傭
*

で
あ
る
が
'
･津

に
向

へ
-3'伽
は

儀
網
象
で
'
年

々
暮
徽
す
る
榛

で
あ
る
'
百
七

}-.-

･L:･L-_I,.

丑占｣一 .._tこ上 空 巌 :::.･_･I

か
ら
打
ち
寄
す
る
漂
砂
の
移
義
は
慮
る
奪
轟
で
､
･叢
が

鳶
め
に
未
幹
の
河
口
は
青
に
薫
育
に
移
徽
し
て

一
宜
し

集
い
'
現
時
の
河
口
は
薄
紗
に
響
か
れ
て
､
書
畿
繍
欝
.

墓
-離
水
*
霊
鳥

.

､縫
紋
畿
ヽ
'静
倉
LQ
J
左

打
者
の

仙憧

専
嶋
菖
嶋
欝



地

球

第
七
巷

に
於
て
も
'
多
少
之
を
親

知
す

る
韓
が
〓
凍
る
'
即
ち

未
津
村
字
溝
野
よ
-
稽
王
峠
の
東
北
に
預
る
問
の
如
き

机
蒐
多
孔
質
の
洗
紋
:_IG
が
移
し
-
岨
出
し
'
綻
蝕
ご
朋

しヽ
l■ヽ

不
動
瀧
が
懸
-
て
居
る
｡

rfJ:汚 FJ.'拓

蟻

の
結
晃
轟
々

た
る
奇
形
の
岩

的
又
は
懸

鎚一ぞ

形
成
し
凪
凍
佃

る
布
枚
で
あ
る

文
字
大
向
よ
-

字
日
和

相
に
売

る
小
間

'
不
動

堂
の
附
近
に
は

豊
紙
な
る
扮
岩

が
推
服
及
び
紋

服
の
節
増
を
墨

L
t
lL=!
さ
約
六

米
の
瀬
畑
を
成

済
郎p｡
村
夕
日
捲
肘
近
は
'
非
塊
川爪
が
海
岸
も
洗
下
し

て
幾
多
の
岩
礁
を
形
成
L
t
海
は
急
に
探
-
'
海
岸
砂

第

1
改

t
0

祖
○

丘
の
替
連
が
著
し
-
L･t
い
'

二
'
地

質

′
丘
陵
地
.い
大
部
分
は
第
三
紀
居
で
'

一
部
洗
綬
岩
,

務
･:.机
.
銀
塊
考

之
を
H
て
唄
出
し
低
地
は
第
四
紀
層

か
ら
成
っ
て
居
る
'
字
俵
ケ
野
の
東
南
に
は
渓
流
側
節

三
紀
尉
下
に
黙
㌫
牡
燕
:盟
折
が

一
二
佃
慮
掛
を
出
し
て

屑
る
0
夢

二
如

肘
は
花
･:g
･:祈
地
の
lL*
蝕
面
上
に
沈
和
し
た
も

の
で
'
火
山
作
用
は
初
め
か
ら
赦
茶
で
あ
っ
た
ら
し
く

碇
衣
川ヤ

舛
硬
岩
'
凝
水
質
梯
･:雪

再
考

胤
磯
･:ポ
よ

･･,
成
-
'
下
部
に
は
速
叔
…ポ
が
多
-
'
上
知
は
漸
攻
囲

礎
岩
')
演
-
'
最
上
部
に
白
色
滋
加
岩
が
一の
ろ
'
令
倍

沿
岸
海
成
肘
で
'
海
椎
貝
概
や
'
澗
糞
樹
の
印
痕
が
鹿

-
て
㍍
る
'
木
津
村
大
字
申
印
わ
新
ケ
典
範
次
肇
LC
.栄

中

C
o
nlr)tO
n
iい1
S
p
･
及
び
柳
東
に
似
た
る
未
来
の
印

航
ゐ
-
'
字
下
和
則
に
は
月

化
石
あ
･ct.

節
三
紀
尉
生
成
攻
入
汀
に

は
軍
船
竿
純
水
を
張

へ
'

波
節
で
あ
っ
た
ら
し
-
'
靭
帯
秋
色
の
粘
土
を
沈
持
し

樹
幹
'
水
薬
や
'
貝
類

C
y
c
lin
;1
C
h
in
e
n
s
is.
C
LLqく.q



を
埋
蔵
し
て
屠
る
｡

此
第
三
紀
層
を
破
-
て
第

7
に
噴
出
し
た
の
は
.
恐

-
は
流
紋
岩
で
.
多
孔
質
p
杏
仁
状
の
組
織
を
量
し
.

細
微
な
る
縞
状
を
属
し
､
灘
理
構
造
を
有
し
.
城
崎
p

衆
目
蕃
附
鑑
の
流
紋
岩
だ
酷
似
し
て
居
る
｡
多
分
同
時

の
噴
出
で
あ
ら
-
'
次
に
噴
出
し
た
の
は
長
輝
扮
岩
で

東
北
東
-
西
南
西
p
若
-
は
北
北
兼
1
南
南
西
の
岩
盤

裂
輝
に
侵
入
し
'
流
動
性
の
溜
め
'

t
部
は
地
形
に
徒

て
流
れ
た
横
で
あ
る
.

第
三
に
噴
出
し
た
の
は
集
塊
岩
で
.
長
輝
珊
岩
の
砕

片
を
数
多
包
赦
し
て
屠
る
0

鱒
三
紀
層
'
連
向
は
北
三
〇
度
西
か
ら
北
八
〇
度
西

の
問
に
鍵
化
し
.
東
北
に
二
C
皮
乃
至
三
〇
度
傾
斜
し

て
居
る
｡

暦
序

最
下
部
を
占
む
る
は
繰
青
色
凝
次
岩
で
'
其

上
に
秋
色
凝
衣
質
貢
岩
が
あ
-
.
漸
次
砂
嚢
頁
岩
だ
虜

-

.
砂
岩
ビ
互
層
し
.
蓬
に
砂
岩
の
厚
暦
ビ
慮
る
'
砂

岩
は
下
方
は
納
税
質
で
蓬
に
石
英
よ
-
成
る
も
.
上
方

は
漸
く
親
粒
だ
慮
-
'
荘
次
質
物
が
増
加
し
.
蓬
に
風

塵
潜
の
犀
厨
だ
腐
る
.
此
慶
化
は
木
枠
か
ら
字
日
和
田

某
都
府
大
津
温
泉

に
至
る
間
'
樺
王
時
の
北
側
'
及
び
字
岡
田
か
ら
白
土

峠
に
至
る
間
の
露
頚
で
よ
-
親
ら
る
ゝ
.
是
は
漸
次
水

が
浅
-
虜
-
p
陸
に
近
-
食
っ
た
も
の
5･J
恩
は
る
～
'

最
上
層
は
白
色
の
凝
凝
岩
で
.
白
土
峠
の
頂
上
附
進
に

多
い
'
火
山
作
用
は
瞥
初
か
ら
最
後
迄
措
動
し
た
も
の

で
あ
ら
う
0

粗
砂
岩
'
園
鹿
砦
に
は
'
鵜
雲
母
花
岡
岩
.
舌
畳
代

珪
岩
'
粘
板
岩
.
等
の
園
疎
が
あ
っ
て
'
其
大
さ
拳
大

に
蓬
す
る
も
の
も
あ
る
｡

洪
積
層
?
木
津
射
字
中
館
小
畢
校
並
に
村
役
場
の
北

及
び
字
下
和
田
の
革
脚
に
粉
骨
次
色
粘
土
の
厚
い
堆
積

が
あ
-
.
西
北
西
か
ら
東
南
東
に
走
-
'
北
北
東
に
十

二
二
二
蟹
傾
き
.
第
三
紀
層
}J
は
明
に
不
整
食
で
.
木

幹
や
木
葉
及
び
前
記
貝
横
を
包
有
し
て
屠
る
.
是
は
附

近
水
臼
に
於
け
る
数
十
個
廃
盤
井
の
際
.
必
ず
資
著
し

た
膚
で
.
沖
積
層
の
下
に
在
-
て
不
透
水
層
で
あ
る
が

こ
れ
ユ
-
上
の
地
表
水
は
之
れ
を
透
過
せ
ず
.
其
よ
-

下
に
在
る
況
泉
に
封
し
て
は
被
叢
を
形
成
せ
る
評
で
あ

る

○神
和
暦
F
木
津
川
本
支
流
両
側
低
率
の
地
域
で
.
殖

望

四

一



虻附盛観浮木柑浄水郡野竹府都京

土
及
び
粘
土
か
ら

成
-
'
大
部
分
水

田
ビ
食
っ
て
居
る

海
岸

一
報

の地
は

低
率
で
'
共
よ
り

後
方
は
高
さ
二
〇

-
四
〇
米
の
砂
丘

を
形
成
し
っ
内
側

急
に
外
側
萩
な
鈍

潮
境
状
を
豊
し
.

大
部
分
白
色
石
英

粒
よ
-
皮
-
'
其

位
澄
形
状
は
風
の

褒
め
に
屠
常
鼻
化

し
､
西
北
西
か
ら

兼
南
濃
に
移
動
す

る
の
で
.
楠
助
を

楠
ゑ
て
こ
り
移
動

LS
防
止
を
計
っ

て

屠
る
0



火
成
岩

黒
雲
砕
花
岡
岩
､
中
粒
質
で
雲
輝
は
少
な
-
加
白
色

を
墨
し
て
桁
る
P
温
泉
域
附
進
で
は
'
前
に
記
載
せ
る

如
-

p

露

頭

が
柿
で
あ
る
が
p
峰
山
町
か
ら
網
野
町
の

南
方
高
橋
め
た
-
迄
の
丘
陵
地
は
.
金
部
こ
の
岩
石
で

此
地
方
約
三
配
膳
の
姦

舘
を
慮
す
も
の
で
あ
る
｡

流
紋
岩
p
捜
茸
畔
の
兼
苗
字
丑
岩
に
突
先
た
る
削
壁

を
形
成
L
P
南
南
西
か
ら
北
北
東
に
向

へ
る
地
盤
弱
線

に
治
で
噴
出
し
た
も
の
で
p
凝
色
粕
髭
多
孔
僻
事

.
暦

服
を
重
し
大
小
脊
仁
状
の
㌦孔
隙
が
厨
に
中
桁
に
配
列
し

モ
ザ
イ
ツ
ク

状
石
英
が

!
部
之
を
墳
充
し
て
居
る
.
之

を
東
棟
す
る

に
斑
晶
は
稀
で
F
長
石
は
大
部
分
々
解
し

鼎
状
看
英
が
之
を
塀
充
し
て
居
る
P
石
基
は
大
部
分
フ

且

ル

シ
チ
ッ
ク
で
.
牧
璃
k
J変

へ
針
状
叉
は
毛
髪
状
倣

晶
が
基
中
に
多
少
専
行
に
配

列
し
て
見
事
な
洗
埋
を
量

し
て
屠
る
｡

義
輝
掬
岩
は
'
斜
長
石
的
華
晶
が
散
鮎
し
て
.
損
著

な
る
斑
晶
状
組
織
を
墨
す
る
も
の
軍
.
こ
の
斑
晶
の
柿

少
な
既
約
の
も
の
だ
あ
-
p

一
見
別
選
の
由

石

の
機
な

れ
其
二

禦
S
は
岩
脈
を
構
成
し
p
蝕
者
は
地
表
に
耽
れ

東
都
船
木
排
紙
鬼

た
も
の
ら
し
-
'
其
鍍
物
倉
卦
は
全
然
同
等
で
あ
る
.

同

一
の
岩
粟
が
.
固
綾
の
状
況
に
よ
-
.
数
倍
し
た
も

の
な
る
こ
ビ
疑
な
い
､
字
下
和
H
か
ら
寧
日
和
田
に
向

ふ
撰
塊
に
於
て
'
岩
脈
を
慮
せ
る
も
の
は
斑
晶
の
苦
い

も
の
で
'
北
七

〇
度
兼
に
韮

-
.
南
東
に
四
〇
度
許
-

傾
斜
L
t
厚
さ
約
六
尺
以
上
に
珪
す
る
'
之
を
鏡
検
す

れ
ば
東
大
な
斑
晶
は
斜
長
石
で
光
率
的
性
質
に
よ
れ
ば

テ
プ
ラ
ド
ル
長
石
で
あ
る
'
輝
石
は
糞
線
色
で
多
色
性

荏
-
大
部
分
繊
維
状
の
蛇
紋
石
が
紋
鴨
石
に
塵
-
て
居

ち
.
石
基
は

rl
ィ

ァ
ロ
ピ
リ

チ
ッ
ク

(H
y
a
lo
p
it
it
ic
)

で
p
童
に
梓
状

斜
長
石
k
'粒
状
磁
餓
錬
及
び
黄
線

色
bl
A

輝
石
か
ら
成
る
｡

此
岩
脈
の
位
置
か
ら
東
北
東
に
常
る
不
動
堂
及
び
不

動
瀧

の
附
近
の
長
輝
扮
岩
は
'
脚
色
で
柱
状
節
理
を
毒

し
.
患
縁
肇
で
肉
眼
で
は
斑
晶
が
認
め
難
い
が
.
鏡
下

で
は
斜
長
石
だ
輝
石
だ
の
斑
晶
が
認
め
ら
る
ゝ
'
斜
長

石
は
失
張
テ
プ
ラ
ド
ル
長
石
で
p

l
部
分
解
し
て
陶
土

化
し
叉
は
方
解
石
を
生
成
し
て
屠
る
'
長
石
の
包
薬
物

に
は
燐
水
石
の
珊
晶
が
頗
る
多
い
'
輝
石
は
ジ
ル
n

ン

の
.帥
晶
を
包
祉
し
､
多
色
性
が
あ
っ
て
青
線
か
ら
糞
紋

望

四
三



地

球

弟
七
番

の
問
に
韓
化
し
'
間
接
や
削
れ
日
の
附
淀
か
ら
緑
色
繊

維
状
の
館
物
に
移
化
し
て
潜
る
.
石
基
は
欠
洗

rt
イ

ア

甘
ピ
サ
チ
ッ
ク
で
.
弾
状
長
石
は
比
較
的
大
き
-

潤

光

l

角
や
光
単
性
は
ラ
ブ
ラ
ド
ル
長
石
に
符
合
す
る
､
匪
璃

男
物
は
前
記
斑
岩
状
の
脈
岩
に
於
け
る
よ
･I
tも
多
い
p

是
は
地
表
で
急
に
回
船
し
た
満
め
で
あ
ら
う
.
是
よ
り

兼
北
の
丘
陵
地
に
は
判
然
た
る
玲
岩
の
露
頚
は
阻
め
な

か
つ
た
が
.
渓
流
に
は
大
小
角
状
の
砦
塊
が
移
し
-
棉

在
す
る
か
ら
'
其
よ
-
上
流
地
域
に
'
本
岩
の
噴
出
し

た
こ
空
は
疑
な
い
｡

食
塊
岩
は
白
土
峠
の
南
か
ら
'
洛
詩
村
夕
日
緒
の
海

岸
迄
の
問
に
在
-
て
.
粉
岩
.
安
山
岩
'
花
崗
岩
な
ど

の
砕
片
を
凝
次
贋
物
で
贋
結
し
た
脆
覇
な
岩
石
で
.
良

土
楯
附
近
が
噴
出
の
中
心
だ
思
は
る
ゝ
'
其
位
蕊
は
恰

か
も
立
岩
の
洗
紋
岩
か
ら
北
濃
に
皆
-
正
し
-
地
盤
弱

線
の
方
向
で
あ
る
'

習
姐.
地
質
構
造
地
盤
の
朝
練

山
陰
遣
東
部
に
於
け
る
地
質
梼
童
顔
の
方
向
は
'
小

藤
博
士
が
但
北
地
震
論
に
於
て
掃
摘
せ
ら
れ
た
る
如
-

第

1
鮮

思

.

四
四

閃
練
岩
の
分
布
に
よ
-
て
示
さ
れ
.
兼
北
東
か
ら
西
南

西
に
向
ひ
'
海
岸
線
の
方
向
に
近
い
'
本
地
域
に
於
て

水
砕
州
立
谷
の
方
向
は
'
略
々
之
.に

叩
致
し
て
居
る
'

之
を
縦
構
造
繭
だ
す
れ
ば
'
是
に
直
角
に
近
き
横
構
造

線
が
あ
-
.
更
に
是
等
に
約
四
十
五
度
に
交
叉
す
る
射

角
線
状
朝
腰
の
あ
る
串
は
.
地
形
'
海
岸
線
.
温
泉
'

火
山
岩
の
分
布
等
か
ら
之
を
推
定
す
る
串
が
出
凍
る
｡

此
重
な
る
縦
横
の
柿
遊
戯
は
'
北
西
方
亜
細
亜
大
陸

塊
YJ
爾
来
太
平
洋
底
の
岩
塊
よ
り
波
及
し
凍
る
偉
大
な

る
魔
力
及
び
張
力

の結
果
だ
考

へ
ら
れ
'
射
角
鎖
状
の
.

新
線
は
我
本
州
太
卒
洋
岸
ビ
日
本
海
岸
亡
に
於
け
る
､

前
記
大
地
カ
の
差
異
に
基
-
シ
ア
ス
ト
レ
ッ
ス
(s
h
ea
r

in
g
S
te忌s)
に
因
る
ヒ
ズ
ミ
(S
trai
n
)
だ
考

へ
る
串
が

出
凍
る
で
あ
ら
う
'
本
地
域
に
於
て
僕
谷
の
方
向
や
地

形
叉
は
火
山
岩
の
分
布
.
構
造
銀
の
方
向
を
示
す
も
の

ゝ
あ
る
串
は
地
形
地
質
の
章
に
述

べ
た
泡
-
で
あ
-
.

温
泉
分
布
上
に
も
之
に
符
食
す
る
も
の
～
あ
る
の
は
後

に
記
載
す
る
迫
-
で
あ
る
'
木
砕
村
字
中
館
行
者
ケ
鼻

に
於
け
る
高
さ
約
三
〇
尺
の
懸
崖
に
於
T
t
砂
質
疑
次

岩
の
顕
著
な
裂
韓
の
方
向
に
は
'
北
四

〇
度
東
の
も
の



亡
'
北
四

〇
度
膏
の
も
の
p

t

北
八
〇
度
兼
の
も
の
だ

が
あ
る
｡

字
日
和
田
の
北
方
丘
陵
上
に
於
け
る

浄
岩
脈
の
方
向

は
北
七
〇
推
東

で
'
不
動
尊
附

近
向
岩
の
分
布

も
臥
方
向
室
不

L
t
其
節
理
に

行

は
'
北
二
〇
度

者

束
u
北
八
〇
度

兼
亡
の
二
方
向

鼻

が
あ
る
'
叉
立

岩
か
ら
尊
王
.峠

の
東
北
に
至
る

閉
'
流
紋
岩
り

分
布
方
向
は
北

東
で
之
を
延
長

す
れ
ば
白
土
峠
の
甫
'
集
塊
岩
に
蓮
す
る
｡

以
上
の
串
賞
を
綜
合
し
'
本
地
方
岩
盤
の
瀬
点
に
は

衣

の
三
方
向
が
点
も
著
し
い
こ
亡
が
判
る
｡

京
都
肘
兼
*
)*
泉

T
.
牝
二
〇
反
力
至
四

〇
度
兼
に
走
る
も
の
'

二
'
北
七

〇
反
力
重
八

〇
度
薫
に
走
る
も
の
'

三
'
北
四

〇
庁
酉
に
走

る
も
の
'

温
泉
は

地
盤
の
裂
韓

か
ら
顔
出
し
易
い
辞
で
ゐ
d
か

ら
'
温
泉
を
析
宅
す
る
に
際
し
て
は
'
仔
細
に
地
盤
の

弱
点
を
考
査
す
る
必
要
が
あ
る
〇

四
'
温

泉

脈

山
陰
並
に
於
け
る
温
泉
の
地
理
的
分
布
を
沌
軌
す
る

に
'
何
れ
も
海
岸
に
接
近

へ
海
岸
よ
-

]
里
力
至
四
里

以
内
)
せ
る
位
丑
に
あ
-
て
'
東
北
東
上
･>
西
甫
商
に

走
る
線
上
に
配
列
L
t
中
細
に
於
け
る
閃
縁
者
分
布
の

方
向
即
ち
主
要
な
る
堆
地
賓
構
逝
歳
に

一
致
し
て
居
る

軍
に
個
々
の
温
泉
場
に
就
き
.
其
帝
出
口
の
舟
布
及
び

附
近
の
岩
盤
裂
好
の
方
向
を
調
査
す
る
に
'
北
薫
の
農

と
北
西
の
農
ビ
あ
4
'
恰
か
も
昨
年
五
月
但
馬
大
地
震

に
於
け
る
ま
卒
簾
域
内
の
幾
多
新
暦
の
方
向
亡
一
衰
し

て
居
も

(
小
港
博
士
但
馬
地
震
輸
(美
文
)豊
泉
)
卿
も

局
瀬
的
bl
帯
地
賃
萌
g
iだ
幕
す
べ
き
も
の
で
あ
る
､
此

窮
点
は
叉
山
陰
養
牝
責
琳
日
本
離
岸
に
焚
け
る
溌
多
の

tl

Z
[五



地

球

農
七
容

小
野

<
の
懸
崖
に
於
て
も
t
か
欝
に
琴

不
せ
ら
れ
て
居

る
'
殊
に
外
接
久
美
洛
以
来
'
越
前
致
斑
に
至
る
榊
の

日
本
翫
岸
は
､
頗
る
潜
入
屈
曲
に
富
み
.
概
し
て
懸
崖

を
以
て
深
糟
に
臨
み
'

f
見
断
層
崖
を
想
起
せ
し
む
る

が
'
仔
細
に
注
意
す
れ
ば
'
要
す
る
に
北
西
と
北
東
}J

の
赦
緋
両
の
破
邪
な
鮎
み
合
せ
に
過
ぎ
な
い
.

さ
れ
ば
山
陰
滝
の
･詰
_=,gt
泉
は
rL
東
北
兼
よ
-
世
南
西

に
走
る
ま
Lit
る
縦
地
質
構
造
線
だ
'
北
西
又
は
北
東
に

走
る
局
部
的
の
t横
地
常
粥
謹
}J
の
交
骨
鋸
を
選
ん
で
流

出
す
る
も
の
･/J
考

へ
ら
る
ゝ
｡

今
木
排
狐
泉
城
附
進
に
於
け
る
渥
泉
脈
を
考
察
す

る

に
'
十
三
桐
の
新
嘗
温
泉
及
び
五
桐
の
徴
況
井
中
'

比

較
的
泉
孤
高
き
二
)批
非
.fJ
t
最
も
泉
淵=
の
高
か
っ
た
薗

井
(今
挑
捜
せ
-
)
AfJ
を
連
ね
る
鯨
は
'
其
尊
に
隣
接
し

て
泉
弧
の
高
い

一
批
井
二

二
批
井
.
七
批
非
'
九
披
非

を
辿
ぬ
る
舘
ビ
略
々
中
桁
で
､
何
れ
も
北
西
を
示
し
'

叉
前
記
薄
井
と
四
批
井
'
七
批
非
.
八
蛇
井
亡
を
迎
ぬ

る
鉄
は
'

一
敬
非
ど
こ
耽
升
デ
で
迎
ぬ
る
兼
}J
怖
々
中

桁
で
'
東
北
東
丙
南
西
を
指
し
て
居
る
｡
叉
他
に
比
し

第

1
鶴

男

四
六

}J
､
目
下
終
用
に
供
せ
る
二
鍍
非
'
及
び
藤
原
蕨
の
微

温
井
(
五
個
の
徴
税
非
中
泉
も
湧
肘
畳
多
き
も
の
)
}J
を

連
ね
た
線
は
'
西
北
西
窒

不
す
.
此
畢
賓
に
依
れ
ば
'

木
津
温
泉
に
於
て
も
亦
前
記
の
三
方
向
に
舶
箇
す
る
脈

が
考

へ
ら
る
～
｡

更
に
皆
温
泉
域
の
四
淀
に
於
け
る
天
然
鍍
泉
の
湧
出

:/小
七

虎
を
考
察
す
る
に
､
網
野
町
の
西
睦
茂
ラ
グ
ー
ン
畔
に
､

二
六
度
の
硫
頓

マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
泉
湧
出
個
所
ゐ
-
'
又

ヤ
ジ
ヤ
･_～

城
崎
那
豊
岡
町
の
北
'
野
上
に
於
け
る
阿
山
川
岸
に
t

f
七
･八
度
の
茨
酸
鬼
湧
LH
佃
叩
あ
-
'

二
十
鵜
舟

】

地
形
周
に
此
両
地
恥
を
連
結
す
れ
ば
'
其
方
向
は
東
北

東
西
南
西
で
恰
か
も
大
正
十
四
年
但
馬
大
地
震
の
後
諸

グ
イ

単
著
の
注
意
を
集
め
た
田

締

丘
陵
上
の
断
層
}J
中
桁
な

る
の
み
な
ら
ず
｡
久
美
葛
か
ら
経
ケ
岬
に
至
る
海
岸
断

種
の
方
向
yJ
も
隅
々

一
致
し
'
此
跡
は
正
し
-
木
津
温

泉
蟻
を
抽
過
し
で
居
る
'
是
等
の
事
贋
は
何
れ
も
こ
9

地
力
に
於
け
る
地
鮭
弱
線
の
方
向
及
び
其
岬
在
を
示
す

も
の
で
あ
っ
て
'
是
に
上
-
て
'
地
方
温
泉
脈
を
略
々

想
像
す
る
事
が
出
凍
る
｡

て
湧
出
量
多
大
な
る
行
者
ケ
鼻
の
南
.
水
田
中
の
磐
井



五
'
温

泉

の

試

掘

現
今
木
津
温
泉
は
'
温
度
何
低
く

(揖
氏
四
四
度
)

湧
出
量
は
軸
管
あ
る
(
l
時
間
約
二
〇
石
)
が
'
今
彼
汽

車
開
通
し
'洛
客
が
著
し
-
野
加
す
れ
ば
､是
非
新
泉
源

を
探
求
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
､
然
る
に
現
今
の
温
泉
蟻
附
近

を
掘
盤
す
れ
ば
.
従
妹
の
経
腰
上
'
泉
堤
が
急
に
降
っ

た
-
'
或
は
湧
出
量
が
政
接
し
た
-
す
る
か
ら
'
温
泉

保
護
上
其
附
淀
は
成
る
べ
-
掘
ら
ぬ
方
が
よ
か
ら
う
｡

温
泉
填
ま
-
東
方
熊
ノ
谷
に
至
る
間
の
地
は
'
従
凍

何
等
温
泉
の
徴
候
も
無
-
'
且
つ
地
域
が
狭
小
で
あ
る

か
ら
'
温
泉
の
試
掘
に
通
常
で
な
い
'
よ
-
て
試
掘
を

施
行
す
べ
き
地
域
は
'
字
上
野
か
ら
字
俵
ケ
野
に
至
る

間
の
低
卒
の
水
田
地
の
外
に
無
い
.

埋
王
峠
の
東
南
か
ら
束
に
噴
射
し
た
流
紋
岩
は
'
峠

か
ら
北
東
の
府
道
に
沿
ひ
'
南
三
十
度
西
か
ら
北
三
十

度
東
に
延
互
露
出
L
t
こ
の
銀
を
延
長
す
れ
ば
'
上
野

を
通
過
し
て
'
北
東
集
塊
岩
の
盛
に
出
て
屠
る
白
土
畔

の
筒
に
萱
-
'
又
字
下
和
出
か
ら
字
日
和
田
の
北
に
扇

へ
る
北
西

1
南
東
の
渓
谷
の
綿
を
延
長
す
ば
れ
'
木
津

京
都
府
米
印
観
泉

温
泉
場
を
通
過
し
て
..
木
津
州
の
下
流
U

一
致
し
前
記

の
北
東
頗
ビ
上
野
に
放
て
骨
す
る
､
夏
に
字
熊

ノ
谷
か

ら
字
中
館
の
行
者
ケ
鼻
に
至
る
第
三
紀
層
の
断
層
崖
の

線
は
'
北
末
々
か
ら
南
世
々
を
指
し
'
木
津
微
温
井
所

在
地
を
通
過
し

て'
北
東
の
線
だ
字
俵
ケ
野
の
南
で
交

叉
す
る
'
以
上
の
三
線
は
此
地
方
地
盤
の
弱
虚
で
'
之

に
番
せ
ら
れ
た
字
上
野
か
ら
字
俵
ケ
野
に
至
る
間
の
低

率
な
水
田
地
は
'
滑
水
温
泉
の
試
掘
に
過
食
な
地
域
}J

思
は
る
ゝ
｡

果
然
字
上
野
に
は
従
姉
微
温
泉
湧
出
を
以
て
知
ら
れ

た
榊
虞
が
あ
る
か
ら
'
先
づ
こ
の
地
熱
か
ら
試
掘
に
着

手
す
べ
き
で
あ
ら
う
｡

雌
の
地
域
は
現
今

の
温
泉
場
よ
-
も

一
層
海
岸
に
淀

-
'
地
形
低
率
で
温

泉
場
の
経
営
上
好
都
合
L･t
る
の
み

な
ら
ず
,
西
北
方
に
は
秒
丘
が
あ
っ
て
,
冬
期
の
寒
風

を
遮
断
L
t
夏
期
は
海
水
浴
を
発
ぬ
る
串
が
出
水
'
附

淀
に
は
遊
臨
地
を
設
-
る
に
適
し
･て
居
る
か
ら
'
四
季

終
巻
の
来
遊
に
最
も
通
常
な
地
で
あ
る
.

従
水
甚
地
方
の
温
泉
盤
井
は
､
深
さ
七
'
八
十
尺
を

限
度
亡
し
て
居
る
楼
で
あ
る
が
'
前
記
の
統
掘
地
は
'

望

･

四
七



地

球

沸
七
怨

現
今
の
温
泉
地
よ
-
も
下
流
で
p
鮪
相
対
厨
が
厚
い
謬

で
あ
る
か
ら
.
温
泉
源
に
蔑
す
る
迄
に
は
少
-
も
深
さ

二
三
百
尺
を
覚
悟
せ
ね
ば
な
る
ま
い
｡

六
'
地

下

の

状

況

此
地
方
に
於
て
後
輩
数
多
の
婁
井
を
拭
み
ね
経
験
者

の
言
に
よ
れ
ば
'
地
表
下
に
脚
色
の
厚
い
粘
土
の
層
が

あ
っ
て
.
是
が
探
三
二
〇
尺
か
ら
魔
に
よ
-
四
〇
尺
に

も
及
ん
で
屠
る
様
で
あ
る
'
基
か
ら
下
厚
さ
約

山
尺
の

白
砂
が
あ
-
.
是
に
は
水
を
倉
ま
な
い
.
英
か
ら
厚
さ

三
'
四
尺
の
囲
い
輪
士
が
あ
-
.
更
に
厚
さ
七
p
八
尺

の
軟
質
粘
土
が
あ
っ
て
､
次
に
厚
さ
四
p
五
尺
の
韻
色
細

砂
が
あ
-
p
砂
利
を
交
ふ
'
其
よ
-
下
は
堅
い
線
青
色

の
東
萩
砦
で
.
是
室

二
p
四
尺
掘
-
下
げ
た
時
温
泉
が

湧
き
出
す
ご
い
ふ
.
暫
際
字
下
和
田
の
渓
流
側
で
は
東

表
意
か
ら
温
泉
が
湧
き
出
て
居
る
の
が
見
ら
る
ゝ
｡
願

ふ
に
流
紋
岩
が
絃
青
色
の
産
衣
岩
だ
按
鯛
し
て
居
る
個

所
は
字
購
野
に
在
っ
て
.
流
紋
岩
や
.
鞠
岩
が
弟
三
紀

膚
に
侵
入
し
て
屠
る
事
は
疑
救
い
か
ら
'
地
中
に
於
て

是
等
の
火
山
岩
が
森
沢
岩
を
賞
通
し
て
居
る
附
鑑
は
､

滞

]
班

究

四
八

飼
粕
常
の
勤
を
有
す
る
も
の
}J
考

へ
ら
れ
.
地
下
水
は

黄
熟
の
薦
め
に
温
泉
だ
凋
-

て
湧
き
出
る
も
の
だ
思
は

る
～
故
に
､
温
泉
を
試
掘
す

る
に
雷
-
て
は
.
是
非
此

第
三
紀
層
の.
下
部
に
位
す
る
産
衣
岩
ま
で
掘
進
す
る
串

が
必
要
で
あ
る
｡

鹿
本
敬
胎
氏
が
掘
っ
た
錦
二
兆
井
は
'
大
正
十
三
年

二
月
況
さ
八
十
尺
で
完
成
し
'
泉
泥
は
三
八
度
(
構
成
)

か
ら
漸
次
上
昇
し
て
大
正
十
四
年
三
月
頃
四
三
､
五
度

yJ
為
-
.
同
年
五
月
に
は
四
四
度
ビ
食
-
今
も
其
温
度

を
維
持
し
て
屠
る
､
木
砕
村
に
於
け
る
井
水

は

7
般
に

但
北
地
震
の
直
前
か
ら
P
温
度
も
湧
出
塵
も
漸
次
槍
加

し
た
横
で
あ
る
､
是
は
地
下
に
舜
勘
の
あ
っ
た
軍
資
不

す
も
の
竺
言
へ
や
-
0

セ
'
温
泉
の
措
置

泉
温
.
涌
璃
愛

憐
祝
_こ
よ
れ
ば
今
か
頗
る
約

一
二
〇
〇
か
前
天
平
十
五
年
偲
行
基
諸
国

巡
鍔
の
途
次
.
常
地
に
放
て
温
泉

の
噂
出
払
離
見
L
.
基
_こ
よ
り
て
常

時
流
行
の
疫
痢
在
荷
癖
せ
し
め
ii
り
F,,
.2
ふ
.
土
地
逸
恥
+
;H
ろ
弟
め
､

共
役
寵
赦
し
il
が
､
明
治
十
年

柑
京
都
肺
知
串
再
興
か
計
り
ー
府
監

督
の
下
に
浴
場
み
建
設
し
､
描
写
も
漸
-
増
加
ぜ
L
-
.
収
支
償
は
す

設
備
も
漸
次
光
政
,1
蹄
L
ii
､
明
冶
十
九
年
汲
泉
場
附
妃
に
三
､
四
個



折
井
私
儀
リ
.
韓
ミ

ニ
.
四

〇
尺
で
-
農
Jd
繊
丘
三
四
度
の
._
な
樹
お

る
も
'
美
観
濃
度
漸
女
低
下

し
il
O

明
治
三
十

7
年
七
月
村
長

相
快

り

再
興
か
企
ヽ
L
も
.
英
機
熟
せ
す

明
治
四
十
三
年
九
月
府
轟
生
技
師
の
霊
地
初
生
私
情
ひ
~
分
析
競
輪
か

蓋
け
~
曹
冶
功
能
か
撒
t
)･L
tれ
.
愈
々
再
興
の
断
簡
か
立
て
､
四
十
四

年
四
月
幹
事
､
香
合
の
工
も
重
し
､
同
年
八
月
大
字
木

津
小
字
津
河
原

に
浴
場
か
闘

.,
L
'
昔
時
泉
温
三
四
声

織
成
)で
あ
っ
i
i
か
ら
'
火
熟

む加
へ
tJ
路
用
に
供
し
i
iP
然
る
に
同
坪

十

l
月
経
畿
用
水
か
絡
･<
Q
t

め
大
津
川
の
東
北
行
者
ケ
鼻
の
懸
崖
か
ら
帝
四
五
味
西
に
骨
ろ
田
の
中

に
､
疎
さ
五
四
尺
の
井
か
掘
り
i1
ろ
に
'
三

7
度
(繊
氏
)
の
蔽
温
泉
.伽.

tl
ii
､
是
が
敵
機
～
Qt
リ
.
附
亜
取
曹
所
に
聾
井
か
状
み
t
る
に
､
昔

温
泉
場
の
集

約

l
町
小
字
大
繍
於
に
発
て
､
四
三
度
へ
繊
満
)の
浪
漫
な

得
て
加
熱
の
辛
九
･QJ
に
圭
つ
C
'
是
に
於
て
故
傭
吹
尊
の
必
野
上
大
帝

汎
泉
粗
食
か
組
織
L
P
幹
額
か
薪
美
し
､
明
約
四
十
五
空

耳

開
萌
し

た
¶
竣
附
鉦
に
濃
令
蝶
々
建
故
せ
ら
れ
､
斡
客
も
亦
増
加
t
1L
が
､
大

,+i
:二
年
九
月
火
災
.1こ
操
り
.
浴
叫
畿
仲
全
部
焼
失
し
､
鬼
池
亦
低
下
t
J

L
Q
t
{
池
亀
弧
合
は
大
t
.七
年
二
月
墓
に
解
散
の
止
む
,tT･
さ
に
空
っ
i
=

大
正
十

]
畔
よ
り
十
三
年
に
汚
す

､
同
村
松
本
敬
新
鹿
､
池
鬼
武
義

か
賞
施
し
､
現
今
持
切
肘
近
に

7
戟
力
薫
九
枕
の
弁
か
掘
り
､
縫

丘
四

五
度
の
東
浪
見
か
待
.
償
幹
場
か
連
放
し
て
､
温
泉
兼
ね
軽
骨
し
.
日

下

1
ケ
月
の
幹
事
敵
約

一
本
に
連
L
i
i
一､
い
ふ
､

泉
丸
井
に
湧
出
量

(イ
)賦
蝉
温
泉
井

第

一

枕
木
藩
札
鼻
幹
壕
の
先
約
二
間
の
塵
に
わ
り
､
大
正
十
三
年
十

京
飾
船
木
韓
Jd
泉

二
月
儀
Jr

帝

王ハ○尺
.
貴
弘
d

四度へ義
貞
)濃
山
霊
滑
走
t
手
.

嘉
一l韓

第

7

鷺井より
畿
七
〇
度

薫へ約
五
間
'
兼
*
川
東
t

･1
凍

り
.
大
正
十
三

年兼より
十
B
l年
初

鵡雷.
簿

寺
八
〇
尺
､
泉
J_
四
E

虞
へ機
長
)積
出

量7噂E
】
九
･七
石

'
薄
出
口
･47
絡
嶋
並
的
八
E
､

腰
釣

こ
す
の
廿
雷
に

Y
濃
を
-胃
川りリ
ー

算
三
賞

第
二
義
井

よ
り
甫
‥

○俺
打
へ

約
二
〇
tE

の塵
に
あ

り
'
海
さ
六

〇
尺
-

白

兵
弘
也
〇
度

､
(義

り

ii時
)
今

は
職
.q

鷺

t)
リ
.

第
四
枕

幕三
鷺
井

蕩

14り
甫
四

〇度
豪
へ

約
二
五
間

､田
の
中

に
在
り
､
無
さ
約
六

〇
尺
.
鼻
義
三
七
●

五
度
'
義
山
嚢
中
な

し
､
此
Z
[徽
弁
の
■
B
lに

明
治
何
十
Z
lヰ
冬
.
疎
さ
四
八
尺

の
井
か
義
り
､
嶋
長
日
4'
,
五
度
の

血
水
か
線
ti古
が
､
暫
時
に
J
て
､
濃
度
下
り
.
暮
音
量
亦
滅
i)
i
l
る

故
､
之

J
･壌
技
し
+iり
一)
い
ふ
o

I

IL

七
九



地

球

第
七
番

第
茨
城

弟
凶
班
沖
よ
り
北
四
〇
度
碑
に
約
五
関
の
虚
に
ち
り
'

深
さ
六
〇
凡
.
泉
撃

二
七
･
五
度

(耗
戊
)､
切
出
赴
測
道
せ
ず
､

第
六
㍍

第
三
舵
沖
よ
り
両

7
0
皮
束

へ
約
三
求
間
の
盤
に
在
り
､

深
さ
.<
入
尺
飴
.
泉
池
三
八
度
(撒
戊
)'
切
出
盈
少
な
-
軸
進
や
9･止

せ
日
ソ
.

第
七
耕

第
三
班
非
よ
り
南

1
五
度
氷

へ
約
二
〇
問
の
虚
に
碇
り
~

深
さ
七
〇
尺
､
泉
池
凹
先
度
(撤
皿
,t･今
等
さ
て
浴
用
に
供
せ
り
､
掘
出

泉
州
定

せ
ず
､

第
八
戟

第
三
桃
井
よ
り
南

7
C
投
光
に
約

7
0
閥
の
虎
に
准
り
-

深
さ
六
〇
尺
､
撹
厨
に
曾
し
進

現
小
中
止
せ
り
ー

深
九
鵬

第
八
粧
非
の
北
約
四
閉
り
盤
に
准
=
ー

稚
さ
七

〇
尺
~
鹿
渡
四
五
度
(柵
戊
)今
等
て
浴
川
に
供
せ
り
ー
切
出
丑

側
近
せ
ず
､

軸
比
非
よ
り
沿
椿
迄
約
三
〇
問
啓
三
寸
の
蛇
管
か
地
下
四
尺
の
深
さ

に
埋
め
'
凍
み
幹
槽
に
導
け
･P
t
是
が
褒
め
に
浴
槽
に
入
る
組
塊
の
況

度
は
少
-
i
T

･
五
度
低
下
せ
り
､

音
塩
見
､
字
下
郡
田
の
北
､
触
岬
_こ
堪
り
[
新
井
を
珊
り
て
以
礁
増

山
鬼
女
に
減
じ
た
～
い
ふ
ー
泉
況
三

l
･
三
度
(鞘
戊
)

岱
井
､
木
枠
州
の
東
北
､
行
者
ケ
鼎
よ
=
南
四
五
度
四
の
田
の
中
に
在

り
.
鬼
池
三

丁
度
(蛾
戊
)娩
出
最

r
時
間
六
･
〇
八
ポ
ー

(
ロ
)微

温

井

森
戊
戯
宅
姦
非
､
大
空

二
年
開
型
.
深
さ
五
九
尺
'
泉
撃

二
八
･
;i

皮
(織
成
)
'
湧
出
丑

1
時
間
七
･
六
大
石
-

第

7
胡

H

O

五
〇

的
部
虎
戟
井
(
金
平
松
)
大
正
二
年
開
塾
､
深
さ
四
八
尺
､
鹿
些

二
二
･

茄
奨

棟
q
'
-
執
出
盛

一
時
ー
三
'
九
九
石

松
本
茸
五
耶
非
､
大
正
二
年
開
架
.
疎
さ
四
五
尺
ー
塵
取
二
九
度

へ練

成
Jl
埼
出
畳

1
時
間

7
･
五
七
万

八
島
せ
い
非
.
大
正
十
年
開
墾
､
深
さ
E
7菟
尺
~
泉
些

二
〇
度
へ柵
成
)

切
出
丑

一
時
間
〇
･
一
六
八
右

舷
本
革

7
非
､
大
正
十
二
年
開
架
~
抹
otr四
五
尺
､
泉
汲
二
九
度

(秩

氏
)噴
出
量

1
時
間
〇
･
二

八
石

是
等
の
非
水
は
､
但
北
地
髭
の
際
何
れ
も
著
し
く
濁
り
ii･?
､
其
後
温

度
艶
tR
上
り
C
ろ
惑
わ
-
･rJ
い
ふ
~

八
'
温

泉

の
成

分

大
.Li爪
十
五
年
二
月
五
日
内
務
省
東
克
筋
生
試
験
仲
分
析
の
結
果
走
り
か

J
.

本

水
は
鈍
色
透
明
微
弱
ア
ル
カ
>
性
灰
雌
か
盈
し
､
比
重
は
排
流

一
五

度
に
て

l
･〇
〇
〇
六
を
ポ
す
､
木
水
千
分
中
に
含
有
す
る
固
形
物
線

虫
は
'
〇
･六
二
六
四
に
し
て
'
各
成
分
の
畳
次
の
か
L
l

ク
ロ
ー
ル
カ
-
サ
ム

O-CO
八六

電
炭
酸
カ
ル
チ
サ
ム

0
､0
空
六

ク

ロ
ー

ル
ナ
ト
>
サ
ム

0
､二
光

領
炭
酸

マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
0
ーoo
七
二

硫
酸

ナ
下
-
サ
ム

O
F三
萎
ハ

寵
炭
酸
並
鵬
他
紙

0
ー0
0
0

弐

硫
酸
カ
か
チ
サ
ム

0
tOq
九〇

#
.離
炭
酸

徹
盈

珪

酸

O
P
忘
票

定
免
分
析
の
成
按
に
ょ
れ
ば
1
本
水
は
単
純
池
鬼
に
屈
す
I

帯
冶
効
用
之
か
略
す
､
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､
結

論

木
津
温
泉
は
'
京
都
府
内
唯

一
の
.温
泉
場
で
'
其
位

超
'
交
通
共
に
便
利
の
地
に
在
-
'
特
に
夏
期
は
海
水

浴
を
兼
ね
･
好
適
の
遊
楽
地
で
あ
る
'
温
泉
源
は
第
三

紀
凝
衣
岩
中
に
在

･Jl
t
流
紋
岩
'
玲
岩
'
典
塊
岩
の
如

き

新
火
山
岩
'
第
三
紀
層
の
弱
線
を
衝
て
迷
入
L
t
地

下

水
は
其
熟
の
属
に
加
熱
せ
ら
れ
'
温
泉
}J
し
て
湧
出

す
る
の
で
'
是
等
の
鮎
に
於
て
'
城
崎
温
泉
だ
似
て
居

る

(
但
し
泉
質
は
彼
は
翰
碑
泉
で
固
形
分
多
-
'
是
は

単
純
泉
で
固
形
分
は
少
な
い
)
山
陰
温
泉
の
通
性
}J
L

で
多
少
ラ
デ
ク
ム
エ
了
オ
ー

シ
ヨ.
ソ
が
あ
る
で
あ
ら
う

W
思
は
る
ゝ
､
測
定
の
必
要
が
あ
る
'

地
質
構
造
上
新
鹿
の
方
向
は
'
附
妊
海
岸
虎
の
屈
曲

凸
凹
や
'
珊
々
直
線
状
に
走
る
狭
い
急
渓
谷
や
'
迷
入

せ
る
火
成
岩
の
分
布
'
岩
盤
の
節
理
.
温
泉
の
分
布
か

ら
推
究
す
る
に
東
北
東
か
ら
西
南
西
に
建

ち
'
略
々
海

岸
藤
に
卒
行
な
も
の
ど
'
是
に
直
角
な
も

の
k
J
が
あ
っ

て
叉
'
こ
の
両
者
に
'
約
四
十
五
軍
に
変
れ
る
射
角
銀

紙
の
も
の
が
あ
る
.
温
泉
は
是
等
の
新
線
の
骨
合

鮎
附

文
部
府
木
枠
組
長

近
か
ら
最
も
湧
出
し
易
い
静
で
あ
っ
て
'
山

陰
道
に
於

け
る
数
多
の
況
泉
は
概
ね
如
新
地
鮎
か
ら
湧
出
し
て
居

る
様
で
あ
る
｡

本
温
泉
の
現
時
浴
用
に
供
す
る
も
の
ゝ
温
度
は
構
成

四
四
度
で
'
湧
出
量
は

1
時
間
約
二
〇
石
以
上
で
あ
る

か
ら
'
目
下
不
足
を
戚
じ
な
い
横
で
あ
る
が
'
温
度
が

庇

い
か
ら
浴
客
が
増
加
す
る
に
従
ひ
'
東
に
温
度
の
幾

分
高

い
新
泉
鹿
を
得
る
必
要
が
あ
る
'
･

今
後
温
泉
試
現
地
}J
し
て
最
も
通
常
ビ
認
め
ら
る
ゝ

は
'
従
凍
徴
温
泉
湧
出
の
徴
候
あ
る
木
津
村
大
字
上
野

か
ら
'
大
字
俵

ケ
野
に
至
る
間
の
低
率
の
地
域
で
あ
る

が
'
泉
源
は
従
妹
の
も
の
上
-
も
軸
管
に
深
い
で
あ
ら

-
,
温
泉
の
試
掘
に
普
-
て
は
酸

め
悌
重
な
る
規
約
又

は
取
締
を
励
行
し
､

1
定
の
方
針
を
立
て
'
之
を
賓
施

し
'
乱
掘
の
野
は
紹
封
に
之
を
禁
止
せ
ね
は
'
必
ず
相

互
の
貴
著
だ
腐
る
｡

試
錐
は
必
ず

1
定
の
距
離
を
保
ち
'
地
下
の
状
況
及

び
野
塩
率
の
如
き
は
正
雄
に
之
を
記
鎖
し
'
後
の
盛
者

だ
虜
す
べ
き
で
あ
る
｡
(
完
)

聖

五

l


